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第 1 問  

 保険の役割に関して、以下の設問に答えなさい。 

① 保険が効率性を改善することを図示して説明しなさい。（15 点） 
② 同様の図を描いて、景気安定化機能と保険の類似性について説明しなさい。（10 点） 
 

第 2 問  

 以下の設問に答えなさい。 

① 厚生経済学の第一基本定理について簡潔に説明しなさい。（5 点） 
② 厚生経済学の第一基本定理が成立しないのはどのような場合か。具体例を１つ提示して簡

潔に説明しなさい。（10 点） 
③ 厚生経済学の第二基本定理について簡潔に説明しなさい。（10 点） 
 

第 3 問  

 喫煙者の S さんと嫌煙者の T さんの 2 人で構成される社会を考える。S さんの喫煙本数を x
（≧0）としたとき、S さんが支払うタバコの総費用は x2 、S さんの受ける限界便益は 3200/x 、
S さんの喫煙によって T さんの被る総費用は 3x2 で表される。このとき以下の設問に答えな

さい。 
① S さんにとってのタバコの限界費用を書きなさい。（5 点） 
② S さんの喫煙によって T さんの被る限界費用を書きなさい。（5 点） 
③ 市場均衡における x は何本か。（5 点） 
④ 社会全体を考慮した最適な x は何本か。（5 点） 
⑤ タバコに対して t×100%の間接税を課すと、消費者価格が変化して市場均衡が変化する。

上記④の最適な x を実現するためには t をいくつに設定すればよいか。（5 点） 
 

第 4 問  

 財政投融資について、以下の設問に答えなさい。 

① 財政投融資とはどのような制度か。通常の予算との違いが明確になるように簡潔に説明

しなさい。（15 点） 
② 2001 年度に行われた改革の最も重要な点は何か。簡潔に説明しなさい。（10 点） 


